
ＣＡＵＡ第11回合同研究会／大学の情報センターを元気にしたい！ 

ＵＣＳによる業務システム向け基盤構築の経緯と現状 

東洋大学 情報システム部 情報システム課  

青山 敦史  
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• 大学紹介 

• 運用担当部署（情報システム課） 

• 導入システムの構成 

• 基盤システム構築経緯 

• 導入後の状況 

• サーバの管理 

• 障害対応事例紹介 

• まとめ 
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• 学校法人東洋大学（創立１８８７年・明治２０年） 

• 今年、創立125周年を迎えた 

• １０学部４４学科、１１研究科 

• 学生数３０，７３０人（平成２４年５月１日現在） 

• ５キャンパスに分かれて教育 
  白山校舎、白山第２校舎、朝霞校舎、川越校舎、板倉校舎 

• 附属高校（東洋大姫路（兵庫県）・東洋大牛久（茨城県） 

• 設置校（京北幼稚園・中学・高校／白山高等学校、2011年統合）  

 
 

大学紹介（概要） 



情報システム課について 
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• 情報システム部 情報システム課 

• 役割は法人全体の情報環境整備・運用に関する事項全般 

• 全員が一般職（定期的な人事ローテーションで入れ替わる） 

• 専任職員は課長以下１０名（内1名は川越校舎勤務） 

 

１）教育システム担当（３名） → 授業支援システム、教室プレゼン設備導入、 

     パソコン教室運用、利用者支援（業務委託） 

２）事務システム担当（３名） → 事務システム基盤運用／クライアント運用 

       周辺システム運用支援（証明書発行システム他） 

       ※業務委託（３名常駐）  →    ヘルプデスク、ＡＤ環境、ｸﾗｲｱﾝﾄ維持管理 

３）ネットワーク担当（２名） → 法人全体のネットワーク運用管理 

４）川越キャンパス担当（１名） → 教育システム、事務システム支援、ＰＣ教室運用 

 ※嘱託２名、派遣１名 

（担当） 



導入システムの構成(全体） 
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Boot Image 
(ESX4.0) 
VM Image 

FCoE 10Gbps×4 
1エンクロージャー辺り80Gbps 

SAN Switch 
MDS 9124 × 2台 

冗長化 

SAN Storage 
EMC CX-4 

UCS5108 × 3台 

UCS6120 × 2台 
冗長化 

ロードバランサ × 2台 
BIG-IP 3600 

「既存環境」 

SSL-VPN 
Firepass 1205 Catalyst2960S × 2台 

附属姫路高校 

AD・プリンタ 
サーバ 

DHCPサーバ 

附属牛久高校 川越キャンパス 

ADサーバ 
プリンタサーバ 
DHCPサーバ 

板倉キャンパス 朝霞キャンパス 

100BASE-TX 
1000BASE-T 
1000BASE-SX 
10G BASE-SR 
10G FCoE × 4 
FC 4Gbps × 4 

NetScreen204 

Catalyst3750G-12S 

甫水会館 

AD・プリンタ 
サーバ 

DHCPサーバ 

AD・プリンタ 
サーバ 

DHCPサーバ 

AD・プリンタ 
サーバ 

DHCPサーバ 

ADサーバ 
DHCPサーバ 

Procurve2824 

Catalyst3750G-12S 

VirtualCenter 
兼バックアップ 

サーバ 

ESX 
マウント 
サーバ 

監視サーバ 
(CTCT) 

EMC・UCS
管理端末 



導入システムの構成（仮想サーバ配置） 
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会計ＥＳＸ 

人事ＥＳＸ 卒業生ＥＳＸ 

予備ＥＳＸ 予備ＥＳＸ 

入試ＥＳＸ 入試ＥＳＸ 入試ＥＳＸ 

学務ＥＳＸ 学務ＥＳＸ 

学務ＥＳＸ 

図書館ＥＳＸ 空スロット 

空スロット 空スロット 

図書館ＥＳＸ 空スロット 

空スロット 

空スロット 空スロット 

空スロット 

図書館ＥＳＸ 空スロット ＡＤ用ＥＳＸ 



基盤システム構築経緯① 
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入試ＷＧ 学務ＷＧ 人事ＷＧ 会計ＷＧ 基盤ＷＧ 

サブリーダー サブリーダー 

リーダー 

学籍管理／成績管理 
就職 
学生生活 

会計 
資産管理 

各部局 
職員 

コンサルタント 

教員 

きっかけは…事務業務システムのリプレイス 

業務改革室 

プロジェクト
の主管 



基盤システム構築経緯② 
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システム導入方針はマルチベンダーでの開発 

現行システムの経験を踏まえ、統合パッケージではなく業務システム毎に開
発を進めることとなった。（ＷＧ毎に最適な業者を選定する） 

業務システム(ソフト）を選定すると、必然的にハードウェアが決まるという 
調達パターン。 

業務システム毎のサーバ乱立による運用管理負担増への懸念 

仮想化によるサーバ集約という方針 



基盤システム構築経緯③ 
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仮想化への期待 

・サーバ資源の有効活用（資源（ＣＰＵ、メモリなどの割当）） 
・対障害性（マイグレーション） 
・高可用性 

仮想化への不安 

・仮想基盤は安定稼動するのか 
・仮想化基盤の運用管理ができるのか 
      （情報システム課は本当の意味での技術者集団ではない） 



基盤システム構築経緯④ 
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組織的、人的な背景も考慮 

・情報システム課は専門性の高い技術者集団ではない 
・定期的（３年～5年）な人事ローテーションによる異動が発生（スキルの蓄積） 

運用管理に専門的な知識や技術を必要とするシステムを運用管理するの
は難しい。（特に障害発生時の問題解決復旧など） 

システム選定では、シンプルな運用管理が可能なシステ
ム構成と、大学の運用管理に対するサポートをしっかりと
実践できるベンダーを選定する。 



•オーナーズコンサルティング力 
•取組みへの意気込み 
•導入体制（メンバーの経歴確認） 
•稼動後のサポート体制 
•構築システムの実績 
 

基盤システム構築経緯⑤ 
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伊藤忠テクノソリューションズを選定 

業者選定の要件 大学側の視点で 
サイジング 

グループ内で完結できる
体制でサービス提供可能 

近畿大学へ
の導入事例 

プレゼンの様子 



基盤システム構築経緯⑥ 
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ＵＣＳのメリット 

１．基本性能の高さ 
 

２．運用管理性の高さ 

３．メーカー間提携と総合力の高さ 

仮想環境のインフラを強く意識したアーキテクチャーが集約されている。
そうした技術的なメリットが、運用管理の容易性につながっている。 

最大の特徴であるサービスプロファイル機能により故障時の迅速な復旧
と、ＵＣＳ Ｍａｎａｇｅｒにより一目でシステム状況を把握することが可能 

ＶＭｗａｒｅ、ＥＭＣ、Ｃｉｓｃｏの3社間連携が強固なことで不具合対応、
バージョンアップ対応がスムーズに実施されることが期待できる 

•導入実績 
•運用管理への不安 
•ＵＣＳの将来性 



導入後の状況① 
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ソフトウェアベンダーとの境界線（責任分解点） 

仮想化ソフトウェア 

OS（人事） OS（会計） OS（入試） OS（学務） 

ミドルウェア ミドルウェア ミドルウェア ミドルウェア 

業務アプリ 業務アプリ 業務アプリ 業務アプリ 

ハードウェア 

OS（卒業） 

ミドルウェア 

業務アプリ 

OS（図書） 

ミドルウェア 

業務アプリ 

大学 

ソフト開発 
ベンダー 

ハード 
ベンダー 



導入後の状況② 
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運用における役割分担 

・インフラベンダーによる２４時間遠隔監視サービス及びハードウェア保守 
・アプリベンダーとはソフトウェア保守契約 
・事務システムの窓口は情報システム課が担当 

インフラベンダー 

（伊藤忠テクノソリューションズ） 

アプリケーション 
ベンダー（３社） 

情報システム課 

各事務局 



サーバの管理 
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ＵＣＳ Manager VMware vCenter 
ハードウェアリソース管理 

仮想マシン管理 
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電源管理 

ｖＭｏｔｉｏｎ 



障害対応事例紹介 
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•入試システムが稼動しているＥＳＸサーバで障害
が発生 
 
•発生時刻は早朝（職員は当然不在／監視あり） 
 

•仮想化とＵＣＳという構成により、業務に影響する
ことなく対応ができた。 
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障害が発生しているＥＳＸサーバを確認 
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詳細確認 
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障害発生ブレードの位置も確認可能 



導入後の状況（障害対応事例） 
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ESXｻｰﾊﾞ人事 

DB AP AP 

ESXｻｰﾊﾞ（入試） 

ESXｻｰﾊﾞ（予備ブレード） 

障害
検知 

VMware HA機能で自動復旧 

DB AP AP 



導入後の状況（障害対応事例） 
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ESXｻｰﾊﾞ人事 

DB AP AP 

ESXｻｰﾊﾞ（予備ブレード） 

DB AP AP 

ESXｻｰﾊﾞ（入試） 

ESXｻｰﾊﾞ（停止） 

入試ＥＳＸサーバを起動 

vMotionにて移行（手動） 

•一連の作業がＧＵＩにより容易に実施することができた。 
•入試システムの停止は一切なく、ユーザーは一切気づかない。 

メンテナンスの実施 



まとめ 
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•構築作業は大変スムーズに進んだ。 
•仮想基盤（ＵＣＳ）は安定稼動をしている。 
•ゲストＯＳも安定稼動をしている。 
•操作はＧＵＩ上で行えるので、判りやすく対応も容易 
•リモート監視による運用管理の軽減化 

（懸案事項） 

•拡張性はあるが、拡張する際の調達方法 
→ ブレード追加導入を別な業者に依頼することが可能か？ 
 

•増設時の作業費用に割高 
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